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１ 長寿命化修繕計画策定の目的 

 ⑴ 背景 

草加市が管理する橋りょう及び横断歩道橋は合計 247 橋あります。内訳は橋長 15m 以

上の橋りょう※１24 橋、15m 未満の橋りょう 221 橋、横断歩道橋 2橋となっています。  

橋りょう及び横断歩道橋の多くは、供用を開始して 30年以上が経過しており、横断歩

道橋については 20年以上経過しているものが 1橋、50 年以上経過しているものが 1橋あ

ります。20年後には、全体の約 70％が架設から 50 年以上を迎えることになり、大規模な

修繕費および架け替え費が、急速に増加していくことが予想されます。 

 ⑵ 計画の更新 

こうした背景を踏まえ、草加市では主要河川※２に架かる橋りょう 57橋を対象に、老朽

化する橋りょうについて適切な補修及びコスト縮減や予算の平準化を目的として平成 23

年度(2011 年度)に「草加市橋りょう長寿命化修繕計画」を策定し、令和元年度(2019 年

度)には、対象とする橋りょうについて、溝橋を含む 244 橋としました。 

また、道路法改正に基づき平成 26年度(2014 年度)より実施してきた近接目視による橋

りょう点検のデータを活用し、より精度の高い劣化予測に基づき計画の見直しを行いま

した。 

令和 2 年（2020 年）には、本計画書に横断歩道橋の長寿命化修繕計画を追加すること

とし、市内の横断歩道橋 2橋について修繕を実施していく計画を策定しました。 

さらに令和 6年（2024 年）には、対象橋りょうを 245 橋へと変更しました。 

これまで計画書を策定してから橋りょう 40橋の修繕を実施してきており、今後、横断

歩道橋についても修繕を実施していき、橋りょうや横断歩道橋の点検結果を考慮して計

画の更新を行います。 

             

    図１ 橋りょう及び横断歩道橋の架設年数の推移 

  

令和元年度（2019 年度） 令和 21 年度(2039 年度) 

20 年後 
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２ 長寿命化修繕計画の対象橋りょう及び横断歩道橋 

       表１  長寿命化修繕計画対象橋りょう数及び横断歩道橋  

橋りょう及び 

横断歩道橋の種類 

橋りょう及び 

横断歩道橋の数（橋） 

全管理橋りょう 245 

 うち橋長 15m 以上 24 

うち橋長 15m 未満 221 

横断歩道橋  2 

 

３ 計画期間 

計画期間は、令和元年度（2019 年度）から令和 8年度（2026 年度）までとします。 

 

４ 健全性の把握及び日常的な維持管理 

 ⑴ 健全性の把握 

 草加市では、今後も橋長 2.0ｍ以上※３の橋りょう及び横断歩道橋については、点検を

5年サイクルで実施し、常にその健全性を把握して道路ネットワークの安心・安全の確

保に向けて維持管理に努めていきます。 

 点検は、橋りょう及び横断歩道橋の異常・損傷を早期に発見するとともに、損傷の程

度に応じた維持管理対策及び方針を策定するための資料を得ることを目的として実施

するものです。早期発見・早期治療が有効なことは、私達人間の健康維持手法と一緒で

す。 

 ⑵ 点検の結果 

 令和 6 年度（2024 年度）までに実施した点検の結果、直ちに橋りょう及び横断歩道

橋の架け替えが必要となるような損傷は発見されませんでしたが、写真のように修繕

が必要な損傷が幾つか確認されました。  

 

 

 

  

橋りょう 主桁のひびわれ 橋りょう 支承の腐食 横断歩道橋 階段踏板の腐食 
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 ５ 対象橋りょう及び横断歩道橋の長寿命化及び修繕・架け替えに係る費用の縮減  

 これまでの事後保全型※４の修繕及び架け替えでは、修繕に多額の費用を要したり、急

遽通行止めを伴う架け替えが必要になったりする事例がありました。このような対応方

法では、今後の老朽化に伴う管理橋りょうへの適用が難しくなります。そのため、予防保

全型※５の修繕及び架け替えによって、コストの縮減及び橋りょうの長寿命化を図ります。 

 草加市が管理する橋りょう及び横断歩道橋について、今回の計画見直しのなかで今後

50 年間にわたる事業費予測を行いました。これまでの事後保全型※４と予防保全型※５を比

較した結果、図２のとおりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図２ 橋りょう及び横断歩道橋の修繕費用の推移 

・これまでの対症療法型で対応した場合の費用 （50 年間総費用）：約 92億円 

・予防保全型※５で対応した場合の費用（50年間総費用）：約 37 億円 

・コスト縮減効果 92－37 ＝ 55 億円が期待できます 

 草加市では、これらの予測を基に、橋長 2.0ｍ以上※３の橋りょう及び横断歩道橋につい

て緊急輸送路や橋長などを考慮した優先度評価を行って、表 2 のとおり具体的な修繕計

画を立案しました。 

各橋りょう及び横断歩道橋につきましては、日常点検や、5年に 1度実施する法令点検

により管理していきますが、予期しない損傷が発見され、速やかに修繕することが必要と

認められる場合については、迅速に措置を検討します。 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 

 

 

表２  長寿命化修繕計画の一覧表 
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 ６ 新技術の活用方針及び施設の撤去・集約について 

 従来技術と新技術を比較検討し、有効なものは積極的に活用していくことで、従来技

術から新技術へと「技術の転換」を図り、定期点検の効率化や高度化、修繕の省力化や

費用縮減を目指します。 

 今後５年間で定期点検を実施する橋りょうのうち、点検の実施が困難な橋梁につい

ては、費用の縮減や事業効率等の効果が見込まれる新技術（あるいは新技術に類する技

術）を活用し、約１００万円のコスト縮減を目指します。 

 今後１０年間にて、施設の損傷状況や交通状況、周辺状況を踏まえて、管理橋りょう

のうち機能の集約が期待される２橋において集約化・撤去の検討を実施し、約８００万

円のコスト縮減を目指します。 

 

 ７ 耐震 

 橋の両端に橋台がある単径間の橋りょうについては、過去の知見により落橋しにく

いとされています。一方、多径間の橋りょうについては、過去の震災において被害が確

認されているかことから、草加市として、積極的に耐震補強が必要な橋りょうと考えて

います。市内における多径間の橋りょうとしては、槐戸橋、蒲生大橋、八条大橋、手代

橋が挙げられます。 

 八条大橋、手代橋については、築造年数が古く、平成 29 年（2017 年）道路橋示方書

では、橋台、橋脚の補強としては、①橋脚基礎補強施工方法や②鉄筋コンクリート橋脚

補強施工方法等が考えられますが、河川断面を阻害することから、綾瀬川の河川改修に

併せて架け替え工事を考えています。 

 槐戸橋については、平成 31年度から令和 2年度にかけて、落橋防止対策を実施済で

す。 

 阪神・淡路大震災や東日本大震災を契機に道路橋示方書が改定されていますが、蒲生

大橋については、橋の架け替えを行わず耐震化が行える橋として考えられることから、

計画的に耐震補強を進めていきます。 

 

                 表 3  耐震補強の計画 

計画年度 橋りょう名 計画内容 

令和 4年度に委託実施。工事

時期については協議にて決定 
蒲生大橋 耐震補強 

   ※蒲生大橋は草加市と越谷市で管理しており、令和４年度に橋りょう耐震化補強検

討委託（蒲生大橋）を実施し、耐震補強の検討を進めております。計画年度につい

ては、越谷市と協議を行い決めていきます。 
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 ８ まとめ 

 当計画は、公共施設等の計画的な管理を目的として、平成 27年度（2015 年度）に策

定した「草加市公共施設等総合管理計画※６」に定める基本方針を具体化した個別計画

です。今後、財政をとりまく環境は更に厳しくなることが予想されますので、安価な補

修方法の開発など、最先端の技術開発に関する情報を取り入れながら、安全に利用でき

る橋りょうの維持管理に努めていきます。 

 例えば、鋼橋※７の床版や高欄・防護柵の塗装などは、繰り返しの施工を避けるため、

従来よりも良好な状態が長く保たれるような品質のものを選定し、維持管理費の縮減

につなげていきます。 

 また、今後さらに財政状況が厳しくなり、維持管理費に十分な投資が行えなくなった

場合には、橋りょう及び横断歩道橋の統廃合を検討し、橋長の短い橋りょうなどは更新

時に耐久性の高いボックスカルバート※８などへ転換し、維持管理費を縮減するなど、

様々な手法について検討が必要になります。 

 

 ９ 計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

  ⑴ 計画策定担当部署 

草加市 建設部 道路整備課   

     ＴＥＬ：048-922-2194 

  ⑵ 意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 平成 28年度(2016 年度)の草加市橋りょう長寿命化修繕計画の策定に当たって、東

洋大学理工学部都市環境デザイン学科 教授工学博士 福手 勤 先生に助言をい

ただきました。その後、平成 30 年度(2018 年度)において 5年に 1度の点検が完了し

たことから、点検結果を基に計画書の更新を行い、健全度がⅢ及びⅡとなった橋りょ

うを優先的に修繕するよう計画の更新を行いました。 

  

 10 用語の解説 

 

 ※１ 「橋長 15m 以上の橋りょう」…橋長 15m 以上の橋りょうは、その維持管理に必要な

修繕費用がかかる重要な橋と一般的にいわれています。 

 

 ※２ 「主要河川」…市民生活や都市機能に影響のある河川及び用水路です。綾瀬川、古

綾瀬川、伝右川、辰井川、一の橋放水路、葛西用水、八条用水を指します。 

 

 ※３ 「橋長 2ｍ以上の橋りょう」…平成 26 年（2014 年）道路法の一部改正により点検

する橋の対象を橋長 2ｍ以上と定めていることから、当計画における橋りょうについ

ては、橋長 2ｍ以上のものとしています。なお、橋長 2ｍ以下の橋りょうについては、

損傷が限定的であることから対症療法的な補修で対応します。 
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 ※４ 「事後保全型」…ある程度の損傷の進行は許容し、何らかの症状が発生した場合に

補修する事後保全的な補修方法です。補修には非常に多くの費用がかかります。 

 

 ※５ 「予防保全型」…損傷が微小なうちに小規模な補修を繰り返して行うため、健全な

状態を長く維持できるようになり、長寿命化が可能となります。また、補修に必要な

費用も少なくてすみます。 

 

 ※６ 「草加市公共施設等総合管理計画」…本市の公共施設等は、昭和 40～50 年代に集

中的に建設され、近年老朽化が進み、今後、それらの更新時期を迎えることとなりま

すが、少子高齢化の進展や社会福祉関連経費の増大などの背景から、十分な公共施設

への投資が行えなくなる恐れがあります。 

   そのため、長期的視点を持ち、財政推計やライフサイクルコストに配慮した計画を

策定し、公共施設等を総合的かつ計画的に管理することを目的として平成 28 年(2016

年）3月に策定されたもので、「都市計画マスタープラン」を上位計画と位置付けてお

ります。 

 

 ※７ 「鋼橋」…橋りょうの種類の１つです。鋼材でできているため強度が高く、弾力性

に富んでいますが、年数が経つにつれてサビが発生しやすい特徴があります。 

 

 ※８ 「ボックスカルバート」…道路下に埋設される箱型のコンクリート構造物のこと

で、ボックスカルバートは一般的な橋りょうと比べて部材の数が少ないため、維持管

理が簡素化されるほか、耐久性にも優れています。河川幅が狭く、橋長が短い場所で

使用されます。 
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参    考： 橋りょうの各部材の名前 

出  典： 「道路橋点検必携」 日本道路協会 平成 27 年 4 月発行 

橋  長： 両端橋台のパラペット前面間の長さのことです。 

桁  長： 上部構造の長さのことです。 

支 間 長： 支承間の長さのことです。 

上部構造： 歩行者や自動車などを直接指示する部分（床版など）です。 

下部構造： 上部構造を指示する部分（橋台、橋脚など）です。 

支    承： 下部構造と上部構造の接点に設けられ、上部構造からの荷重を下部構造に伝達

する部分です。 

伸縮装置： 上部構造と橋台あるいは上部構造同士の遊間に設置するものです。 

遊    間： 上部構造の長さをいいます。温度変化などによる伸縮を吸収します。 
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草加市橋りょう長寿命化修繕計画 

 平成 24年(2012 年)  3 月 草加市橋りょう長寿命化修繕計画策定 

 平成 29年(2017 年)  3 月 第 1 回更新 計画内容の更新 

 平成 30年(2018 年)  3 月 第 2 回更新 耐震橋りょうの追加、長寿命化対象橋りょうの 

                    追加 

 令和 元年(2019 年)  6 月 第 3 回更新 長寿命化対象橋りょうの整備年度の見直し 

 

草加市橋りょう及び横断歩道橋長寿命化修繕計画 

 令和 2年(2020 年)  1 月 草加市橋りょう及び横断歩道橋長寿命化修繕計画策定 

 令和 6年(2024 年)  3 月 第 1 回更新 修繕計画の更新 

 令和 7年(2025 年)  3 月 第 2 回更新  修繕計画の更新、撤去集約について目標の追加 

 令和 7年(2025 年)  9 月  第 3 回更新 長寿命化修繕計画の一覧表の修正、耐震の記載内

容を追加、撤去集約について目標及びコストの記

載を追加 


